
 日本の職業 #N3 

 動画リンク：https://youtu.be/daPqInJUJsw 

 今回は"日本の職業"を学びながら、日本語を勉強しましょう。 

 この動画は、前半は少しゆっくりのスピードで、漢字には「ふりがな」があります。 
 後半は少しだけ速く（＋20％）なり、漢字に「ふりがな」はありません。 
 学習にお役立てください。 

 ■会社員 
 会社員は、会社で働く人のことです。日本では、多くの人が会社員として働いています。会 
 社員の仕事は、会社や部署によってさまざまです。 
 たとえば、営業部では、お客さんに商品を売ります。経理部では、お金の管理をしていま 
 す。売上や経費の計算をしたり、税金の手続きをしたりします。人事部では、新しい社員を 
 採用したり、社員の教育をします。開発部では、新しい商品を作ります。このように、会社 
 にはいろいろな部署があり、それぞれの仕事を分担しています。 
 会社員になるには、いくつかの方法があります。もっとも一般的なのは、大学を卒業してか 
 ら就職することです。会社に入ると、最初に研修を受けて会社のルールや仕事のやり方を学 
 びます。 
 会社員の良いところは、安定していることです。毎月、決まった給料がもらえます。日本の 
 会社では、ほとんどクビになることはありません。これは、法律によって働く人が守られて 
 いるからです。大学を卒業して、会社員になって、定年まで働く。これが、一般的な日本人 
 の人生です。 
 会社員の平均的な月給は、約25〜40万円です。年収でいうと300〜600万円くらいです。た 
 だし、会社や役職によって給料は異なります。仕事の内容や責任が増えると、給料も上がる 
 ことがあります。 
 ちなみに、日本の一般的な会社員が生涯に稼ぐお金は男性で約2.7億円、女性で約2.2億円だ 
 といわれています。 

 ■コンビニ店員 
 コンビニ店員は、コンビニエンスストアで働く人のことです。コンビニは、コンビニエンス 
 ストアの略で、日本だけで使われています。正式な英語ではないため、英語圏の人には通じ 
 ません。コンビニは"便利な店"という意味で、日本にはたくさんのコンビニがあります。例 
 えば、セブンイレブン、ファミリーマート、ローソンが有名です。日本全国に約6万店舗の 
 コンビニがあります。 
 コンビニ店員の仕事は色々あります。まず、レジでお客さんの会計をします。商品のバー 
 コードをスキャンして、金額を計算します。また、商品を袋に入れることもあります。レジ 
 が終わったら、"ありがとうございました"とお礼を言います。 
 次に、商品の陳列をします。新しい商品が入ったら、棚にきれいに並べます。古い商品を 
 チェックして、賞味期限が切れていないか確認します。また、人気の商品が売り切れないよ 
 うに在庫を管理します。 
 店内の清掃も大切な仕事です。床を掃除したり、ゴミを捨てたりします。店内がきれいだ 
 と、お客さんは気持ちよく買い物ができます。 
 コンビニ店員になるには、特別な資格は必要ありません。誰でも応募することができます。 
 主婦や学生、フリーターなど、色々な人が働いています。 



 コンビニ店員の良いところは、働く時間が自由であることです。自分の都合に合わせて働く 
 時間を選ぶことができます。また、色々な人と接することで、コミュニケーション能力が身 
 につきます。 
 夜の時間帯は、昼間に比べて時給が約25%上がることがあります。コンビニ店員の平均的な 
 時給は約1,000円です。地域や店舗によって少し違いはありますが、多くの店員がこのくら 
 いの給料をもらっています。地方のコンビニ店員の時給は900円くらいですが、東京や大阪 
 では1,100〜1,200円くらいです。年収でいうと120〜180万円くらいです。 

 ■医者 
 医者は、病気やけがを治す専門家です。周りの人からは"先生"と呼ばれています。病院やク 
 リニックで働き、患者の診察や治療を行います。医者には、内科医、外科医、小児科医など 
 色々な専門分野があります。 
 医者の1日は朝早くから始まります。まず、病院に来た患者を診察します。患者の症状を聞 
 き、体を調べて、どんな病気かを判断します。その後、適切な治療方法を考えて、患者に説 
 明します。時には手術を行うこともあります。 
 医者の仕事はとても忙しく、夜遅くまで働くことが多いです。急患が出た場合、夜中に呼び 
 出されることもあります。また、休日でも病院に行かなければならないことがあります。医 
 者の仕事は、体力と精神力が求められます。 
 医者になるには、まず医学部の大学で6年間勉強します。人体の構造や病気について、詳し 
 く学びます。医学部に入るのはとても難しいですが、たくさんの知識を身につけることがで 
 きます。その後、医師国家試験に合格しなければなりません。この試験は非常に難しく、多 
 くの勉強が必要です。試験に合格すると、医師免許を取得できます。 
 医師免許を取得した後は、病院で研修医として働きます。研修医は、色々な科で経験を積 
 み、実際の診療に参加します。この研修期間を経て、正式な医者として働くことができるよ 
 うになります。 
 医者の平均的な年収は約1,200万円です。専門分野や勤務先の病院によって異なりますが、 
 多くの医者は高い収入を得ています。医者の仕事はとても大変ですが、患者の命を救うこと 
 ができる素晴らしい職業です。多くの人から尊敬され、やりがいのある仕事です。 

 ■看護師 
 看護師は、病院やクリニックで患者の世話をする人です。医者と一緒に、患者の治療を手伝 
 います。看護師の仕事はたくさんあります。 
 看護師の1日は、朝早くから始まります。まず、夜勤の看護師から患者の状態を聞きます。 
 次に、患者の体温や血圧を測ります。患者の体調をよく観察し、異常があればすぐに医者に 
 報告します。 
 また、看護師は患者の薬を管理し、時間通りに薬をあげます。注射や点滴の準備もします。 
 さらに、手術の準備や手術後のケアも行います。 
 看護師は、患者が安心して治療を受けられるよう、優しく接します。患者やその家族の話を 
 聞き、心のサポートも行います。入院中の患者の食事や入浴の手伝いもします。 
 看護師になるには、看護学校や大学で勉強し、看護師の試験に合格する必要があります。学 
 校では、人体の構造や病気について学びます。実習もあり、病院で実際に看護の仕事を体験 
 します。試験に合格すると、看護師として働くことができます。 
 看護師の仕事は、体力と精神力が必要です。長時間働くことが多く、夜勤もあります。で 
 も、患者が元気になる姿を見ると、とてもやりがいを感じます。 
 看護師の平均的な月給は約30万円で、年収はだいたい400〜600万円くらいです。夜勤があ 
 る場合、夜勤手当がついて給料が上がることもあります。看護師は、医療現場でとても大事 
 な役割を果たしています。 



 ■スポーツ選手 
 スポーツ選手は、スポーツを仕事にしている人のことです。サッカー、野球、テニス、水泳 
 など、いろいろなスポーツがあります。日本では、サッカーと野球が特に人気です。 
 バレーボールでは石川祐希選手、野球では大谷翔平選手、フィギュアスケートでは羽生結弦 
 選手、ボクシングでは井上尚弥選手、バスケットボールでは八村塁選手などが有名です。 
 スポーツ選手の主な仕事は、試合に出ることです。試合で勝つために、毎日練習を頑張って 
 います。練習はとてもきつく、体力と精神力が必要です。また、コーチやチームメイトと協 
 力して、チーム全体の力を高めることも大事です。 
 スポーツ選手は、試合だけでなく、ファンのためのイベントにも参加します。サイン会や写 
 真を撮る会、テレビ番組への出演など、いろいろな場面でファンと交流します。これによ 
 り、ファンとの絆を深めることができます。 
 スポーツ選手になるには、そのスポーツに対する才能が必要です。しかし、才能だけではな 
 く、努力し続けることも大切です。毎日の練習を続けることで、技術や体力を高めます。ま 
 た、試合での経験を積むことで、さらに成長することができます。 
 スポーツ選手の収入は、選手によって大きく異なります。有名な選手やプロチームで活躍し 
 ている選手は、たくさんの給料をもらうことができます。しかし、あまり有名でない選手や 
 アマチュア選手は、給料が少ないこともあります。そのため、アルバイトをしながらスポー 
 ツを続けている選手もいます。 
 スポーツ選手の平均的な年収は、スポーツの種類やリーグ、チームによって大きく変わりま 
 す。トップレベルのプロ選手は、年収数千万円から1億円以上を稼ぐこともありますが、一 
 般的なプロ選手の年収は約300万円から800万円程度です。 
 スポーツ選手は、多くの人に感動を与える素晴らしい職業です。子どもたちに夢や希望を与 
 えることができるため、多くの子どもたちがスポーツ選手を目指しています。 

 ■漁師 
 漁師は、海や川で魚を捕る仕事をする人です。日本は海に囲まれた国で、漁業はとても大切 
 な仕事です。漁師の仕事は、早朝から始まります。多くの漁師は、午前3時頃に港を出発し 
 ます。 
 漁師の仕事は、天気によって変わります。天気が良い日は遠くの海まで行けますが、天気が 
 悪い日は漁に出られないこともあります。漁師は、大きな網を使ってたくさんの魚を一度に 
 捕ることもありますし、釣り竿を使って一匹ずつ魚を釣ることもあります。 
 漁師は、魚を捕るだけでなく、網や船の手入れもします。壊れた網を修理したり、船のエン 
 ジンを点検したりします。また、捕った魚を市場に運び、新鮮なうちに売ることも大事な仕 
 事です。 
 漁師になるには、特別な学校に行く必要はありませんが、経験と技術がとても大切です。多 
 くの漁師は、家族や先輩から漁の技術を学びます。漁業は体力が必要な仕事で、重い網を 
 引っ張ったり、大きな魚と戦ったりします。 
 漁師の収入は、捕れた魚の量や季節によって大きく変わります。たくさん魚が捕れる年は収 
 入が多くなりますが、魚が少ない年は収入が減ることもあります。平均的な年収は、約300 
 万円から700万円程度です。 
 漁師の仕事は大変ですが、自分で捕った新鮮な魚を食べる喜びや、自然の中で働く楽しさが 
 あります。漁師は、日本の食文化を支える大切な職業です。 

 ■農家 
 農家は、野菜やお米、果物などを育てる人です。日本の食文化を支える大切な仕事です。農 
 家の仕事は、季節によって変わりますが、1年中忙しいです。 
 春は、種まきや苗を植える時期です。畑を耕して、種をまいたり苗を植えたりします。夏 
 は、雑草を取ったり、畑を管理したりします。また、作物に水をあげたり、虫から守るため 



 の仕事もします。秋は、収穫の季節で、とても忙しいです。稲刈りや果物の収穫など、一番 
 仕事が多い時期です。冬は、次の年の計画を立てたり、道具の手入れをしたりします。 
 農家の仕事は、天気に大きく影響されます。天気が良ければ作物がよく育ちますが、台風や 
 大雨などの悪い天気は作物に大きなダメージを与えることがあります。特に台風が来ると、 
 せっかく育てた作物が全部だめになることもあります。 
 農家になるには、特別な学校に行く必要はありませんが、作物の育て方についての知識が必 
 要です。多くの農家は、家族から農業の技術を学びます。また、農業の専門学校で勉強する 
 人もいます。 
 農家の収入は、作物が上手に育ったかや市場の価格によって変わります。良い作物がたくさ 
 ん取れる年は収入が多くなりますが、天気が悪い年は収入が減ることもあります。平均的な 
 年収は、約300万円から500万円程度です。 
 農家の仕事は、体力が必要でとても大変ですが、自分で育てた作物を収穫する喜びがありま 
 す。新鮮で美味しい野菜や果物を作ることで、多くの人に喜ばれる仕事です。農家は、日本 
 の食文化に大きく貢献しています。私たちが毎日食べるお米や野菜、果物などは、すべて農 
 家の努力と技術によって作られています。 

 ■警察官 
 警察官は、社会の安全と秩序を守るために働く人です。犯罪を防ぎ、人々が安心して生活で 
 きるようにします。警察官の主な仕事は、法律を守ることです。 
 警察官の1日は、交番や警察署で始まります。交番で働く警察官は、地域をパトロールし 
 て、犯罪が起きないように見守ります。パトロール中に怪しい行動をしている人を見つけた 
 ら、声をかけて状況を確認します。また、迷子や困っている人を助けることもあります。 
 警察官は、事件が起きたときに現場に急いで行きます。状況を確認して対応します。事件の 
 証拠を集めたり、犯人を追いかけたりします。また、交通事故が起きた場合には、現場で交 
 通整理を行い、けがをした人を助けたり、事故の原因を調べます。 
 警察官になるには、警察学校で厳しい訓練を受ける必要があります。まず、警察官採用試験 
 に合格し、その後警察学校に入ります。警察学校では、法律や警察の仕事について学び、体 
 力を鍛える訓練も行います。卒業後、警察官として働き始めます。 
 警察官の仕事は、危険が伴います。犯罪者と接することや、緊急事態に対応することが多 
 く、勇気と冷静な判断が必要です。しかし、人々の安全を守るという使命感とやりがいがあ 
 ります。 
 警察官の平均的な月給は約35万円で、年収でいうと400〜600万円くらいです。働いた年数 
 や階級によって給料は変わりますが、多くの警察官がこのくらいの給料をもらっています。 
 また、夜勤や休日出勤がある場合は、手当がつくこともあります。 
 警察官は、人々の安全を守るために欠かせない職業です。日々の努力と献身が、社会の平和 
 と安全を支えています。 

 ■消防士 
 消防士は、火事を消したり、人々を助けたりする仕事をする人です。火事が起きたときに、 
 すぐに現場に行って消火活動をすることで、人々の命と財産を守ります。消防士の仕事はと 
 ても危険で、体力と勇気が必要です。 
 消防士の1日は、消防署で始まります。まず、装備の点検を行います。消防車やホース、ヘ 
 ルメットなど、すべての道具がきちんと使えるか確認します。その後、訓練を行います。訓 
 練では、火事の現場での動きや、人を助ける方法を学びます。 
 火事の通報があると、すぐに消防車で現場に向かいます。大きなサイレンを鳴らして急いで 
 駆けつけ、火が広がらないようにすばやく消火活動を行います。時には、燃えている建物の 
 中に入って人を助け出すこともあります。また、交通事故や地震などの災害が起きたとき 
 も、現場に駆けつけて助ける活動を行います。 



 消防士になるには、まず消防士採用試験に合格する必要があります。この試験には、体力テ 
 ストや筆記試験があります。試験に合格すると、消防学校での訓練が始まります。消防学校 
 では、消火活動や助ける方法、体力トレーニングなど、さまざまな訓練を受けます。卒業 
 後、正式に消防士として働き始めます。 
 消防士の仕事はとても危険で、常に命の危険と隣り合わせです。しかし、人々の命を救うと 
 いう使命感とやりがいがあります。また、チームで協力して仕事をするため、強い絆が生ま 
 れます。 
 消防士の平均的な月給は約35万円で、年収でいうと400〜600万円くらいです。夜勤や休日 
 出勤が多い場合は、手当がつくこともあります。また、経験を積んで階級が上がると、給料 
 も増えることがあります。 
 消防士は、人々の命と安全を守るために欠かせない仕事です。日々の努力と訓練が、私たち 
 の安心した生活を支えています。 

 ■介護士 
 介護士は、お年寄りや障がいのある人の生活をサポートする人です。日常生活の手助けや心 
 のケアを提供して、利用者が快適に過ごせるようにします。 
 介護士の仕事はたくさんあります。例えば、食事の準備や食事の手伝いをします。また、入 
 浴や着替えの手伝いも大事な仕事です。利用者が安全に生活できるように、日々の生活をサ 
 ポートします。 
 介護士は、利用者の健康状態をチェックすることも大切です。体温や血圧を測ったり、健康 
 に関する問題がないか確認したりします。また、利用者やその家族の話を聞き、心のケアを 
 提供します。利用者が安心して過ごせるよう、いつも優しく接します。 
 介護士になるには、介護の専門学校や大学で勉強し、介護福祉士の資格を取得する必要があ 
 ります。学校では、介護の技術や知識を学び、実習を通じて現場での経験を積みます。介護 
 福祉士の資格を取得すると、介護士として働くことができます。 
 介護士の仕事は体力と精神力が求められます。重い物を持ち上げたり、長時間立ち仕事をす 
 ることが多いからです。しかし、利用者が笑顔になり、感謝の言葉をもらうと、とてもやり 
 がいを感じます。 
 介護士の平均的な月給は約25万円で、年収でいうと300〜400万円くらいです。夜勤がある 
 場合や、資格や経験が増えると、給料が上がることもあります。介護の仕事は高齢化社会に 
 おいてますます大事な役割を果たしています。 
 介護士は、人々の生活を支える大事な職業です。介護士の努力と献身が、利用者の快適な生 
 活を支えています。 

 ■弁護士 
 弁護士は、法律の専門家として人々の権利を守る仕事をする人です。周りの人からは"先生" 
 と呼ばれています。法律に関する問題を解決し、裁判で依頼人を守ります。また、契約書の 
 作成や法律相談など、さまざまな法律の仕事をします。 
 弁護士の仕事はたくさんあります。まず、依頼人から話を聞き、問題を理解します。次に、 
 問題を解決するための法律を調べ、適切なアドバイスを提供します。依頼人が訴訟を起こす 
 場合や訴えられた場合には、裁判所で依頼人を守ります。裁判では、証拠を提出し、法廷で 
 争います。 
 弁護士になるには、まず大学で法律を学びます。その後、法科大学院に進み、さらに専門的 
 な法律の勉強をします。法科大学院を卒業した後、司法試験に合格しなければなりません。 
 司法試験は非常に難しく、多くの時間と努力が必要です。司法試験に合格すると、司法修習 
 を受け、実際の法律の仕事を学びます。修習が終わると、弁護士として働き始めることがで 
 きます。 



 弁護士の仕事は、高度な法律の知識と分析力が求められます。また、依頼人とのコミュニ 
 ケーション能力も大事です。弁護士は、依頼人の立場に立って最善の解決策を見つけるため 
 に、常に努力しています。 
 弁護士の平均的な年収は約1,000万円です。弁護士の収入は、専門分野や事務所の規模、経 
 験によって異なりますが、高い収入を得ることができる仕事です。 
 弁護士は、法律を通じて人々の権利を守る大事な仕事です。社会の公正を保つために、弁護 
 士の努力と知識が大いに役立っています。 

 ■パイロット 
 パイロットは、飛行機を操縦する人です。乗客や貨物を安全に目的地まで運ぶために、高度 
 な技術と集中力が必要です。 
 パイロットの1日は、フライト前の準備から始まります。まず、飛行計画を確認し、天気や 
 飛行ルートの情報をチェックします。次に、飛行機の点検を行い、すべてが正常に動いてい 
 るか確認します。飛行中は、高度、速度、燃料の消費量を常に見て、必要に応じて調整を行 
 います。また、空港や管制塔と連絡を取り、飛行ルートの変更や天気の変化に対応します。 
 フライトが終わると、着陸し、飛行機の最終点検を行います。 
 パイロットになるには、商用操縦士の免許が必要です。まず、航空学校で基本的な飛行技術 
 を学びます。その後、航空会社で訓練を受け、実際の飛行経験を積みます。訓練には、シ 
 ミュレーターを使った訓練や、教官と一緒に飛行機を操縦する訓練があります。すべての訓 
 練が終わり、試験に合格すると、パイロットとして働くことができます。 
 パイロットの仕事は、高度な技術と責任感が必要です。また、長時間のフライトや時差の影 
 響もあり、体力と精神力も求められます。しかし、空を飛ぶことは多くの人の夢の職業で 
 す。 
 パイロットの平均的な年収は約1,500万円です。経験や働く航空会社によって異なります 
 が、高い収入を得ることができます。パイロットは、世界中の人々をつなぐ大事な役割を果 
 たしており、彼らの努力と技術が安全な空の旅を支えています。 

 ■税理士 
 税理士は、税金の専門家として企業や個人の税務をサポートする人です。周りの人からは" 
 先生"と呼ばれています。税金の相談や申告書の作成、税務調査の対応などを行います。 
 税理士の仕事は、依頼人からの税務に関する相談を受けることから始まります。依頼人の収 
 入や支出、財産の状況を詳しく調べて、最適な節税方法を提案します。確定申告の時期に 
 は、依頼人の代わりに税務署に申告書を提出します。税務調査が行われる場合には、依頼人 
 の代理として税務署と対応します。税理士は必要な書類を準備し、税務署の質問に答えま 
 す。また、依頼人が税金に関するトラブルに巻き込まれた場合には、法的な助言を行い、問 
 題解決をサポートします。 
 税理士になるには、税理士試験に合格する必要があります。大学で法律や経済、会計などを 
 勉強します。その後、税理士試験を受けます。税理士試験は非常に難しく、多くの勉強が必 
 要です。試験に合格すると、税理士として登録され、正式に働くことができます。 
 税理士の仕事は、高度な知識と細かい作業が求められます。また、依頼人とのコミュニケー 
 ション能力も大事です。税理士は、依頼人の立場に立って最善の税務サポートを提供するた 
 めに、常に最新の税法や会計の知識を学び続けています。 
 税理士の平均的な年収は約900万円です。収入は、専門分野や事務所の規模、経験によって 
 異なりますが、高い収入を得ることができます。税理士は、企業や個人が正しく税金を納め 
 ることをサポートする大事な職業です。彼らの知識と努力が、社会の税務の公正を保つため 
 に役立っています。 



 ■教師 
 教師は、学校で子どもたちに勉強を教える人です。みんなに"先生"と呼ばれます。教師は、 
 子どもたちに知識や技能を教えるだけでなく、彼らの成長を支援し、将来の夢を育む大切な 
 役割を持っています。日本には、公立学校と私立学校の教師がいます。 
 公立学校の教師は、国や地方自治体が運営する学校で働きます。公立学校の教師になるに 
 は、大学で教育の勉強をし、教員免許を取得します。その後、教員採用試験に合格し、公立 
 学校の教師として働き始めます。 
 私立学校の教師は、個人や団体が運営する学校で働きます。私立学校の教師になるには、公 
 立学校と同様に教員免許が必要ですが、採用試験の方法は学校によって異なります。私立学 
 校は、独自の学習内容や教育方針を持っているため、学校ごとに特徴があります。 
 教師の1日は、授業の準備から始まります。教科書や教材を使って授業の計画を立て、子ど 
 もたちが興味を持って学べるように工夫します。授業が始まると、子どもたちにわかりやす 
 く説明し、質問に答えながら教えます。授業が終わった後は、テストの採点や宿題の確認、 
 授業の振り返りを行います。また、保護者との面談や学校行事の準備も教師の大切な仕事で 
 す。 
 教師の平均的な年収は約400万円から600万円です。公立学校の教師は、地方自治体から給 
 料が支払われ、私立学校の教師は、学校の運営団体から給料が支払われます。給料は経験や 
 役職によって異なりますが、安定した収入が得られる職業です。 

 教師は、子どもたちの未来を育てる大切な仕事です。彼らの努力と情熱が、次世代の社会を 
 支える人材を育てます。 

 ■清掃員 
 清掃員は、建物や施設をきれいにする人です。清掃員は、オフィスビル、学校、病院、ホテ 
 ル、公共施設など、さまざまな場所で働きます。清掃員の仕事は、清潔な環境を提供するた 
 めにとても大切です。 
 清掃員の1日は、清掃場所の点検から始まります。まず、清掃するエリアを確認し、必要な 
 道具や清掃用品を準備します。その後、床を掃除機やモップで掃除し、ほこりやゴミを取り 
 除きます。さらに、窓や鏡、トイレなどをきれいにします。 
 清掃員の仕事は、場所によって異なります。例えば、オフィスビルでは、デスクや椅子の配 
 置を整え、ゴミ箱を空にします。学校では、教室や廊下を掃除し、トイレもきれいにしま 
 す。病院では、衛生管理が特に大事で、感染予防のために細心の注意を払って清掃を行いま 
 す。 
 清掃員になるには、特別な資格は必要ありません。誰でも応募することができ、働きながら 
 技術を身につけることができます。清掃の仕事は、体力が必要であり、細かい作業が得意な 
 人に向いています。 
 清掃員の良いところは、働く時間が比較的自由であることです。朝早くから働くこともでき 
 ますし、夜間に清掃を行うこともあります。また、清掃の仕事を通じて、きれいな環境を提 
 供することで多くの人に喜ばれます。 
 夜勤の清掃員は、昼間の清掃員に比べて時給が約25%アップすることがあります。清掃員の 
 平均的な時給は、約1,000円から1,200円で、年収でいうと150〜250万円くらいです。地域 
 や働く場所によって少し違いますが、多くの清掃員がこのくらいの給料をもらっています。 
 清掃員は、清潔で快適な環境を提供する大事な職業です。彼らの努力と献身が、私たちの日 
 常生活を支えています。 



 ■タクシードライバー 
 タクシードライバーは、乗客を安全に目的地まで運ぶ仕事をする人です。都市部や郊外、空 
 港など、さまざまな場所で働いています。乗客の要望に応じて、迅速かつ安全に運転するこ 
 とが求められます。 
 タクシードライバーの1日は、タクシー会社で車を受け取るところから始まります。まず、 
 車の点検を行い、燃料やタイヤの状態を確認します。その後、配車の指示を受けて運転を開 
 始します。タクシーにはメーターが付いており、乗客が乗るときにメーターをスタートし、 
 目的地に着いたら料金を計算します。 
 タクシードライバーは、街で手を挙げている乗客を拾ったり、電話やアプリでの予約に応じ 
 て指定された場所に向かうこともあります。乗客の安全と快適さを第一に考え、道をよく 
 知っていて、交通状況に応じて最適なルートを選びます。また、乗客とのコミュニケーショ 
 ンも大切で、親切で丁寧な対応が求められます。 
 タクシードライバーになるには、まず普通自動車免許を取得し、その後、二種免許を取得す 
 る必要があります。二種免許は、乗客を運ぶための特別な免許で、試験には学科試験と実技 
 試験があります。試験に合格すると、二種免許を取得し、タクシードライバーとして働くこ 
 とができます。 
 タクシードライバーの仕事は、不規則な勤務時間が多く、夜間や早朝にも働くことがありま 
 す。しかし、自分のペースで働くことができるという利点もあります。また、歩合制で働く 
 ことが多く、努力次第で収入を増やすことができます。歩合制とは、運賃の一部が収入にな 
 る仕組みで、たくさんの乗客を運ぶほど収入が増えます。 
 タクシードライバーの平均的な年収は約300万円から500万円です。収入は勤務時間や地 
 域、歩合率によって異なります。忙しい時期や観光シーズンには収入が増えることもありま 
 す。 
 タクシードライバーは、人々の移動をサポートする大事な職業です。彼らの努力と技術が、 
 私たちの安全で快適な移動を支えています。また、観光業界を支えてくれる大切な存在でも 
 あります。 

 ■トラックの運転手 
 トラックの運転手は、荷物を安全に目的地まで運ぶ仕事をする人です。さまざまな種類のト 
 ラックを運転し、地域の近い場所や遠い場所まで配送を行います。遠くに荷物を運ぶ専用の 
 運転手は"長距離トラックドライバー"と呼ばれます。運ぶ荷物は、食品、建材、機械、日用 
 品など多岐にわたります。 
 トラックの運転手の1日は、荷物を積み込むところから始まります。まず、配送センターや 
 倉庫で荷物を確認し、トラックに積み込みます。その後、目的地に向けて出発します。運転 
 中は、安全運転を心がけ、交通ルールを守ります。配送先に到着したら、荷物を降ろし、次 
 の配送先へ向かいます。 
 トラックの運転手になるには、大型免許が必要です。大型免許は、普通自動車免許よりも大 
 きな車両を運転するための特別な免許です。大型免許を取得するには、まず普通自動車免許 
 を取得し、その後、大型免許の取得に必要な試験を受けます。試験には学科試験と実技試験 
 があり、合格すると大型免許を取得することができます。 
 トラックの運転手の仕事は、長時間の運転が多く、体力と集中力が求められます。また、時 
 間通りに荷物を届けるために、スケジュール管理も大事です。時には、夜間や早朝に運転す 
 ることもあります。 
 トラックの運転手の収入は、運ぶ荷物の種類や配送距離によって異なります。長距離配送の 
 場合、収入が高くなることが多いです。トラックの運転手の平均的な年収は、約400万円か 
 ら600万円です。経験や勤務する会社によっても異なりますが、努力次第で収入を増やすこ 
 とができます。 



 トラックの運転手は、私たちの日常生活に欠かせない物資を運ぶ大事な職業です。彼らの努 
 力と技術が、スムーズな物流と経済活動を支えています。 

 ■ホテルマン 
 ホテルマンは、ホテルで働き、宿泊客にさまざまなサービスを提供する人たちです。ホテル 
 マンには、フロントデスク、ベルボーイ、コンシェルジュ、ハウスキーピングなど、多くの 
 役割があります。どの役割でも共通するのは、宿泊客に快適な滞在を提供することです。 
 フロントデスクで働くホテルマンは、宿泊客のチェックインやチェックアウトを担当しま 
 す。予約の確認、部屋の案内、支払いの手続きなどを行います。また、宿泊客からの質問や 
 リクエストにも対応します。 
 ベルボーイは、宿泊客の荷物を運ぶ仕事を担当します。チェックイン時には、荷物を部屋ま 
 で運び、チェックアウト時には荷物を車まで運びます。また、宿泊客が必要とする情報を提 
 供することもあります。 
 コンシェルジュは、宿泊客のさまざまなリクエストに応える専門家です。レストランの予約 
 や観光地の案内、タクシーの手配などを行います。宿泊客が快適に滞在できるように、あら 
 ゆるサポートを提供します。 
 ハウスキーピングは、客室の清掃やベッドメイキングを行います。宿泊客が快適に過ごせる 
 ように、部屋を清潔に保ちます。また、備品の補充や設備の点検も行います。 
 ホテルマンになるには、特別な資格は必要ありませんが、ホスピタリティやサービスのスキ 
 ルが大事です。ホテルの専門学校で勉強することや、実際にホテルで働きながら経験を積む 
 ことが一般的です。外国語のスキルがあると、海外からの宿泊客にも対応できるため、非常 
 に有利です。 
 ホテルマンの仕事は、シフト制であり、早朝や深夜に働くこともあります。しかし、さまざ 
 まな人と会うことができるため、コミュニケーション能力を高めることができます。 
 ホテルマンの平均的な年収は約400万円です。役職や勤務するホテルの規模によって異なり 
 ますが、経験を積むことで収入が増えることもあります。ホテルマンは、宿泊客に快適な滞 
 在を提供するために欠かせない職業です。彼らの努力とサービス精神が、ホテルの評価を支 
 えています。 

 ■アパレル店員 
 アパレル店員は、洋服やアクセサリーなどのファッションアイテムを販売する人たちです。 
 アパレル店員は、ファッションセンスと接客技術が求められる職業です。お客様が楽しく買 
 い物ができるようにサポートします。 
 アパレル店員の主な仕事は、接客と販売です。お客様が入店すると、まず笑顔で挨拶をしま 
 す。お客様の要望を聞き、ぴったりのアイテムを提案します。商品の説明や試着のサポート 
 を行い、お客様が納得して購入できるようにします。 
 商品をきれいに並べたり飾ったりすることも大事な仕事です。お店の雰囲気を良くし、商品 
 が見やすく手に取りやすいように工夫します。季節やトレンドに合わせて、ディスプレイを 
 変更することもあります。また、商品の在庫管理や補充も担当します。 

 アパレル店員は、お客様とのコミュニケーションが大切です。お客様の好みや要望を理解 
 し、適切なアドバイスを提供することで、信頼関係を築きます。また、ファッションに関す 
 る知識やトレンドを常に把握しておくことも大事です。 
 アパレル店員になるには、特別な資格は必要ありません。誰でも応募することができ、働き 
 ながら接客技術やファッションの知識を身につけることができます。ファッション専門学校 
 で勉強することや、実際に店舗で働きながら経験を積むことが一般的です。 



 アパレル店員の仕事は、シフト制であり、土日や祝日に働くことも多いです。しかし、 
 ファッションが好きな人にとっては、とても楽しい仕事です。また、接客技術やコミュニ 
 ケーション能力を高めることができます。 
 アパレル店員の平均的な時給は約1,000円から1,500円で、年収でいうと300万円くらいで 
 す。経験や勤務する店舗の規模によって異なりますが、経験を積むことで収入が増えること 
 もあります。また、販売実績に応じてボーナスが支給されることもあります。 
 アパレル店員は、お客様のファッションライフをサポートする大事な職業です。彼らの努力 
 とセンスが、私たちにとても素敵な体験を提供してくれます。 

 ■美容師 
 美容師は、髪をカットしたり、カラーリングやパーマをかけたりして、お客様のヘアスタイ 
 ルを整える人です。美容院やサロンで働き、お客様の希望に応じたヘアスタイルを提供しま 
 す。美容師の仕事には、技術力とセンス、そしてコミュニケーション能力が求められます。 
 美容師の1日は、サロンの準備から始まります。まず、道具や設備をチェックし、きれいに 
 整えます。お客様が来店すると、笑顔で迎え入れ、カウンセリングを行います。お客様の希 
 望するスタイルや髪の悩みを聞き、それに応じた提案をします。 
 ヘアカットやカラーリング、パーマは、美容師のメインの仕事です。髪をカットする際に 
 は、お客様の顔の形や髪質を考えながら、最適なスタイルを作り上げます。カラーリングや 
 パーマをする際には、髪にダメージを与えないように最新の技術と製品を使用します。 
 また、美容師は、お客様にヘアケアのアドバイスを提供することも大事です。シャンプーや 
 トリートメントの使い方、日常のヘアケア方法などを教えることで、お客様が自宅でもきれ 
 いな髪を保てるようにサポートします。 
 美容師になるには、美容専門学校で勉強し、美容師免許を取得する必要があります。学校で 
 は、カットやカラーリング、パーマの技術を学び、実習を通じて実際の現場での経験を積み 
 ます。美容師免許を取得すると、美容院やサロンで働くことができます。 
 美容師の仕事は、長時間立ち仕事が多く、体力が必要です。しかし、お客様が満足して笑顔 
 で帰る姿を見ると、とてもやりがいを感じます。また、流行やトレンドに敏感であることが 
 求められるため、常に新しい技術やスタイルを学び続けることが大切です。 
 美容師の平均的な月給は約20万円から30万円で、年収でいうと250〜400万円くらいです。 
 経験や勤務するサロンの規模によって異なりますが、技術や人気が高まることで収入が増え 
 ることもあります。また、フリーランスとして独立する美容師も多く、成功すれば高収入を 
 得ることができます。 

 美容師は、人々の外見を美しく整え、自信を持たせる大事な職業です。彼らの技術とセンス 
 が、多くの人々の笑顔と幸せを作り出しています。 

 ■大工 
 大工は、建物の木の部分を作る人です。新しい家の建設やリフォーム、家具の製作など、さ 
 まざまな木に関する作業を行います。大工の仕事は、手先の器用さと体力が求められます。 
 大工の1日は、現場の準備から始まります。まず、必要な工具や材料を準備し、作業場所を 
 整えます。次に、設計図を見て、作業の流れを理解します。作業が始まると、木材を切った 
 り組み立てたりして、建物の骨組みや内装を作ります。 
 大工は、建物の土台作りから屋根の作業まで、さまざまな作業を担当します。具体的には、 
 柱や梁の組み立て、床や壁の作業、ドアや窓の取り付けなどがあります。また、リフォーム 
 や修理の仕事も多く、古い建物の修理や改装を行うこともあります。改装とは、設備を良く 
 して今よりも使いやすくすることです。 
 大工になるには、特別な学校に行く必要はありませんが、経験と技術が非常に大事です。多 
 くの大工は、見習いとして現場で働きながら技術を学びます。また、建築大工技能士という 



 国家資格を取得することで、専門的な技術を証明することができます。建築大工技能士の資 
 格を取得するには、試験に合格する必要があります。 
 大工の仕事は、体力を使う仕事が多く、長時間の立ち仕事や重い物を持つことが多いです。 
 しかし、完成した建物や家具を見たときの達成感や喜びは大きいです。また、手作業が中心 
 のため、手先の器用さや細かい作業が得意な人に向いています。 
 大工の平均的な年収は、約350万円から500万円です。経験や技術、働く地域によって異な 
 りますが、経験を積むことで収入が増えることもあります。 
 大工は、建物の基本を作り、人々の住まいや生活を支える大事な職業です。彼らの技術と努 
 力が、安全で快適な住環境を提供しています。日本の伝統的な木造建築技術を守りながら、 
 新しい技術やデザインにも対応できる柔軟な考え方が求められます。 

 ■建築士 
 建築士は、建物の設計や工事の管理を行う専門家です。建物の見た目や作り、内部のレイア 
 ウトを計画し、建築プロジェクトが安全で効率的に進むように見守ります。創造力と技術的 
 な知識、そしてコミュニケーション能力が求められます。 
 建築士の1日は、設計の打ち合わせから始まります。お客さんの要望を聞き取り、どんな建 
 物を作りたいのかを詳しく確認します。その後、設計図を作成します。設計図には、建物の 
 見た目、内部の間取り、作りの詳細が含まれます。コンピュータを使ったCAD（キャド）ソ 
 フトウェアを使用して、正確な図面を作成することが一般的です。 
 設計図が完成したら、建築士は工事業者と協力して、実際の建築作業が設計通りに進むよう 
 に見守ります。工事の進み具合をチェックし、問題が起きた場合にはすぐに対応します。ま 
 た、建築基準法などの法律を守りながら、安全で高品質な建物を作るためのアドバイスを行 
 います。 

 建築士になるには、まず大学で建築学を学びます。その後、実務経験を積んだ後に建築士試 
 験に合格する必要があります。建築士には、一級建築士、二級建築士、木造建築士の3つの 
 資格があります。一級建築士は、大きな建物の設計や管理を行うことができ、試験はとても 
 難しいです。 
 建築士の仕事は、クリエイティブな発想と技術的な知識が必要です。お客さんの要望を形に 
 しながら、美しく使いやすい建物を作ることが求められます。また、プロジェクトの進行中 
 には、多くの人々と協力し、コミュニケーションを取りながら仕事を進める必要がありま 
 す。 
 建築士の平均的な年収は、約500万円から800万円です。経験や勤務する会社の規模、担当 
 するプロジェクトの内容によって異なります。1,000万円以上稼ぐ建築士もたくさんいま 
 す。また、独立して建築事務所を経営する建築士も多く、成功すればさらに高収入を得るこ 
 とができます。 
 建築士は、私たちの住む場所や建物をデザインし、安全で快適な建物を提供する大事な職業 
 です。彼らの技術と創造力が、美しい街並みや使いやすい建物を生み出し、人々の生活の質 
 を向上させています。 

 ■塾の講師 
 塾の講師は、学校の授業以外で子どもたちに勉強を教える人たちです。学校の先生と同じよ 
 うに"先生"と呼ばれます。塾の講師は、生徒一人ひとりの学力向上や進学目標達成のため 
 に、個別指導や少人数クラスでの授業を行います。教育に対する熱意と教える技術が求めら 
 れます。 
 塾の講師の1日は、授業の準備から始まります。まず、教える内容を確認し、教材や問題集 
 を準備します。生徒の理解度や進み具合に応じて、授業の計画を立てます。授業が始まる 
 と、生徒にわかりやすく説明し、質問に答えながら教えます。 



 塾の講師は、生徒一人ひとりに合わせた指導を行います。個別指導では、生徒の得意科目や 
 苦手科目に応じて、きめ細かいサポートを行います。少人数クラスでは、グループでの話し 
 合いや共同学習を取り入れながら、楽しく学べる環境を作ります。 
 また、塾の講師は、定期的にテストを実施し、生徒の学力をチェックします。テストの結果 
 をもとに、弱点を補強するための特別授業を行ったり、学習計画を見直したりします。保護 
 者との面談を通じて、生徒の学習状況を報告し、家庭でのサポート方法をアドバイスするこ 
 ともあります。 
 塾の講師になるには、特別な資格は必要ありませんが、教える科目に対する深い知識と指導 
 技術が求められます。大学で教育や専門科目を学び、塾でのアルバイトやインターンシップ 
 を通じて経験を積むことが一般的です。また、教員免許を持っていると、有利になることも 
 あります。 
 塾の講師の仕事は、夕方から夜にかけて行われることが多く、学校が終わった後に生徒が通 
 うため、授業は主に夕方以降に集中します。そのため、昼間の時間を自由に使うことができ 
 ますが、夜遅くまで働くこともあります。 

 塾の講師の平均的な年収は約400万円です。経験や教える科目、勤務する塾の規模によって 
 異なりますが、成果を上げることで昇給やボーナスがある場合もあります。塾の講師は、生 
 徒の成績向上や目標達成に大きく貢献できる、やりがいのある仕事です。 
 塾の講師は、生徒の学力向上と夢の実現をサポートする大事な役割を持っています。彼らの 
 熱意と努力が、生徒一人ひとりの成長を促し、将来の可能性を広げる手助けをしています。 

 ■ホールスタッフ（飲食店の店員） 
 ホールスタッフは、飲食店で働き、お客様にサービスを提供する人たちです。レストランや 
 カフェ、居酒屋など、さまざまな飲食店で働きます。接客技術とコミュニケーション能力が 
 求められます。 
 ホールスタッフの1日は、開店前の準備から始まります。まず、テーブルや椅子を整え、店 
 内を掃除します。また、メニューの確認や注文システムの準備も行います。お客様が来店す 
 ると、笑顔で迎え入れ、席に案内します。 
 注文を取る際には、お客様の希望を聞き取り、正確に記録します。料理や飲み物を提供する 
 際には、丁寧に運び、お客様に喜んでもらえるようにサービスします。料理が出てからも、 
 お客様が満足しているかを確認し、必要な対応を行います。 
 会計の際には、正確に計算し、お客様にレシートを渡します。お客様が帰ると、テーブルを 
 片付けて次のお客様を迎える準備をします。また、飲食店の忙しい時間帯には、スムーズに 
 業務を進めるために、キッチンスタッフや他のホールスタッフと連携することが大事です。 
 ホールスタッフになるには、特別な資格は必要ありません。誰でも応募することができ、働 
 きながら接客技術やコミュニケーション能力を身につけることができます。飲食店でのアル 
 バイトやパートタイムの仕事を通じて、経験を積むことが一般的です。 
 ホールスタッフの仕事は、シフト制であり、ランチタイムやディナータイムに集中すること 
 が多いです。忙しい時間帯には、多くのお客様に対応するため、体力と迅速な対応が求めら 
 れます。しかし、お客様からの"ありがとう"や"おいしかった"という言葉を聞くと、大きな 
 やりがいを感じます。 
 ホールスタッフの平均的な時給は約900円から1,300円で、年収でいうと150〜250万円で 
 す。地域や働く店舗の規模によって異なりますが、経験を積むことで昇給のチャンスもあり 
 ます。また、接客技術やコミュニケーション能力を高めることで、将来的にマネージャーや 
 店長としてキャリアアップすることも可能です。 
 ホールスタッフは、お客様に快適な食事の時間を提供する大事な職業です。彼らの努力と 
 サービス精神が、お店の雰囲気を良くし、お客様の満足度を高めます。ホールスタッフは、 
 飲食店の顔として、お客様に素晴らしい体験を提供する役割を担っています。 



 ■システムエンジニア 
 システムエンジニアは、コンピュータシステムの設計、開発、運用、保守を行う専門家で 
 す。日本では"SE"と呼ばれています。企業の仕事を効率よくしたり、デジタル化をサポート 
 したりします。さまざまなシステムやソフトウェアを開発し、技術力と論理的な考え方、そ 
 してコミュニケーション能力が求められる職業です。 

 システムエンジニアの1日は、お客さんとの打ち合わせから始まります。まず、クライアン 
 トの要望を詳しく聞き取り、どのようなシステムが必要かを分析します。その後、設計図を 
 作成し、システムを作る計画を立てます。具体的なシステムの設計には、プログラミング言 
 語を使ってコードを書く作業も含まれます。 
 システムが完成したら、テストを行い、バグや問題点を修正します。システムが問題なく動 
 くことを確認した後、お客さんに導入します。導入後も、システムが正常に動くように運 
 用・保守を行い、必要に応じて改良やアップデートを行います。 
 システムエンジニアは、プロジェクトチームとして働くことが多く、他のエンジニアやデザ 
 イナー、クライアントと協力して仕事を進めます。コミュニケーション能力が大事であり、 
 クライアントの要望を正確に理解し、チーム内での情報共有をスムーズに行うことが求めら 
 れます。 
 システムエンジニアになるには、特別な資格は必要ありませんが、コンピュータサイエンス 
 や情報工学の知識が求められます。 
 また、ITパスポートや基本情報技術者試験などの資格を取得すると、有利になることもあり 
 ます。 
 システムエンジニアの仕事は、技術の進化が早いため、常に最新の技術を学び続ける必要が 
 あります。新しいプログラミング言語やツール、システムの流行に対応するために、自己学 
 習や研修が大事です。また、プロジェクトのスケジュール管理や問題解決能力も求められま 
 す。 
 システムエンジニアの平均的な年収は、約600万円です。経験や勤務する企業の規模、担当 
 するプロジェクトの内容で異なりますが、高い収入を得ることができる職業です。また、フ 
 リーランスとして独立し、さらに高収入を目指すことも可能です。 
 システムエンジニアは、私たちの日常生活やビジネスに欠かせないシステムを支える大事な 
 職業です。彼らの技術と創造力が、企業の仕事を効率よくしたり、新しいサービスを提供し 
 たりすることを実現し、社会全体の進歩に貢献しています。システムエンジニアの努力と知 
 識が、デジタル社会を支えています。 

 ■歯科医師 
 歯科医師は、歯や口の中の健康を守るために治療を行う専門家です。歯科医師は、虫歯や歯 
 周病の治療、歯のクリーニング、矯正治療など、さまざまな歯科医療サービスを提供しま 
 す。歯科医師には、深い医療の知識と技術、そして患者とのコミュニケーション能力が求め 
 られます。 
 歯科医師の1日は、患者の診察から始まります。まず、患者の口の中を詳しく調べ、どのよ 
 うな治療が必要かを判断します。虫歯が見つかった場合は、削って詰め物をする治療を行い 
 ます。歯周病の場合は、歯茎のクリーニングや治療を行います。 
 また、歯科医師は、定期的な歯のクリーニングや検診も行います。検診というのは簡単な検 
 査という意味です。これにより、虫歯や歯周病の予防ができます。さらに、歯並びが悪い場 
 合は、矯正治療を提案して、機械を使って歯の位置を整えます。矯正治療はだいたい20万円 
 から140万円のお金が必要です。 



 治療中は、患者がリラックスできるようにして、痛みを最小限に抑えるための技術を使いま 
 す。また、治療後は、患者に対して口の中のケア方法や予防策を説明し、健康な歯を保つた 
 めのアドバイスを提供します。 
 歯科医師になるには、まず大学の歯学部で6年間勉強します。人体の構造や病気について詳 
 しく学び、実習を通じて実際の治療の技術を身につけます。その後、歯科医師国家試験に合 
 格しなければなりません。この試験はとても難しく、たくさんの勉強が必要です。試験に合 
 格すると、歯科医師免許を取得し、正式に歯科医師として働くことができます。 
 歯科医師の仕事は、細かい作業が多く、手先の器用さが求められます。また、患者との信頼 
 関係を築くために、優しい対応と丁寧な説明が大事です。さらに、医療の技術は毎日進歩し 
 ているため、最新の治療方法や技術を常に学び続けることが求められます。 
 歯科医師の平均的な年収は、約800万円から1,200万円です。クリニックの規模や地域、経 
 験によって異なりますが、高い収入を得ることができる職業です。また、自分の歯科クリ 
 ニックを開業することも多く、成功すればさらに高収入を得ることができます。 
 歯科医師は、患者の口の健康を守り、快適な生活をサポートする大事な職業です。彼らの技 
 術と知識が、患者の歯の痛みを取り除き、美しい笑顔を保つ手助けをしています。歯科医師 
 の努力と献身が、多くの人々の健康と幸せを支えています。 

 ■行政書士 
 行政書士は、手続きに関する書類の作成や相談、代理業務を行う専門家です。企業や個人の 
 依頼に応じて、許可申請書や契約書、遺言書などの法律文書を作成します。また、役所への 
 手続きや申請を代理することもあります。 
 行政書士の1日は、依頼者との打ち合わせから始まります。依頼者の要望を詳しく聞き取 
 り、必要な書類や手続きを確認します。次に、書類を作成し、法律的に問題がないことを確 
 認します。作成した書類は、依頼者に説明し、必要な署名や印鑑をもらいます。その後、役 
 所に提出し、申請や手続きを進めます。 
 行政書士が取り扱う業務はたくさんあります。例えば、会社設立に関する書類、自動車の登 
 録手続き、外国人の在留許可申請、相続に関する遺言書などがあります。また、許可申請に 
 関する書類も多く取り扱い、飲食店や建設業などの許可申請を代行します。 
 行政書士は、依頼者の立場に立って最善の方法を提案し、法律的に正しい書類を作成するこ 
 とが求められます。依頼者とのコミュニケーション能力が大事であり、信頼関係を築くこと 
 が大切です。 
 行政書士になるには、行政書士試験に合格する必要があります。行政書士試験は、法律に関 
 する知識を問う試験で、毎年行われます。試験に合格すると、行政書士として登録され、正 
 式に業務を行うことができます。法律に関する知識だけでなく、書類作成のスキルやコミュ 
 ニケーション能力も大事です。 
 行政書士の仕事は、書類作成や手続きが中心であり、細かい作業が多いです。また、依頼者 
 の要望に応じて迅速に対応することが求められます。法改正などによる最新の法律知識を常 
 に学び続けることが大事です。 
 行政書士の平均的な年収は、約500万円から800万円です。収入は取り扱う業務の種類や 
 量、地域によって異なります。成功した行政書士は、高収入を得ることも可能です。また、 
 独立して自分の事務所を経営することが一般的です。 
 行政書士は、企業や個人の法的手続きをサポートする大事な職業です。彼らの知識と技術 
 が、スムーズな行政手続きや法的トラブルの解決を助けています。行政書士の努力と専門性 
 が、多くの人々の安心と信頼を支えています。 



 ■新聞記者 
 新聞記者は、ニュースや出来事を取材し、記事を書く仕事をする人です。社会のさまざまな 
 出来事を読者に伝えるために、現場に直接行って、情報を集めて記事にまとめます。情報を 
 集める能力と文章力、そして迅速に対応する力が求められます。 
 新聞記者の1日は、編集部での会議から始まります。会議では、その日の取材内容や担当す 
 る記事について話し合います。取材のテーマが決まると、現場に向かい、情報を集めます。 
 取材先は、事件や事故の現場、政府や企業の会見、文化やスポーツのイベントなど多岐にわ 
 たります。 
 現場では、関係者にインタビューを行い、直接話を聞きます。また、現地の状況を観察し、 
 写真を撮ることもあります。取材が終わると、集めた情報をもとに記事を書きます。記事 
 は、事実を正確に伝え、読者に分かりやすくまとめることが求められます。書いた記事は、 
 編集部でチェックされ、最終的に新聞に掲載されます。 
 新聞記者になるには、特別な資格は必要ありませんが、大学でジャーナリズムやコミュニ 
 ケーション、政治、経済などを学ぶことが一般的です。新聞社の採用試験に合格し、入社後 
 に研修や実務を通じてスキルを身につけます。情報収集力やインタビュー技術、文章力が大 
 事です。 
 新聞記者の仕事は、不規則な勤務時間が多く、時には夜遅くまで働くこともあります。ま 
 た、緊急の取材や大きなニュースがある場合には、休日でも取材に行くことがあります。し 
 かし、多くの人に情報を提供し、社会に影響を与える仕事であるため、大きなやりがいを感 
 じることができます。 
 新聞記者の平均的な年収は、約400万円から700万円です。勤務する新聞社の規模や担当す 
 る分野、経験によって異なりますが、努力次第で高収入を得ることも可能です。また、記者 
 としての経験を積むことで、編集者やデスクなどのポジションに昇進することもあります。 
 デスクとは、記者が書いた記事を読む最初の読者で、文章を整えたり、足りない点の追加取 
 材を記者に指示をする人です。 
 新聞記者は、社会の出来事を広く伝えることで、読者の理解を深め、意識を高める大事な役 
 割を担っています。彼らの努力と誠実な取材が、公正で信頼性のある情報を提供し、民主社 
 会の基盤を支えています。新聞記者は、真実を追求し、社会の透明性を守るために欠かせな 
 い存在です。 

 ■自衛官 
 自衛官は、日本の安全と平和を守るために働く人たちです。自衛隊は、陸上自衛隊、海上自 
 衛隊、航空自衛隊の3つの部隊に分かれており、それぞれの部隊で異なる任務を行います。 
 自衛官の仕事はたくさんあります。陸上自衛隊は、地上での防衛や災害救助を担当します。 
 海上自衛隊は、日本の海を守り、船の安全を確保します。航空自衛隊は、空からの防衛を担 
 当し、航空機の安全を守ります。 
 自衛官の1日は、訓練から始まります。体力を鍛えるための運動や、戦術訓練、装備の点検 
 などを行います。訓練の内容は、部隊や任務によって異なりますが、すべての自衛官は厳し 
 い訓練を受けて体力と技術を高めます。 
 災害が発生した場合、自衛官は救助活動に出動します。地震や台風などの自然災害が起きた 
 とき、人々を救助し、安全な場所に避難させます。また、国際平和維持活動にも参加し、海 
 外での支援活動を行うこともあります。 
 自衛官になるには、自衛隊の採用試験に合格する必要があります。試験には、筆記試験、体 
 力試験、面接があります。合格すると、自衛隊に入隊し、訓練を受けます。訓練では、体力 
 を鍛え、戦い方を学び、装備の使い方を習得します。 



 自衛官の仕事は、危険と隣り合わせです。常に高い緊張感と責任感を持って行動しなければ 
 なりません。しかし、国や地域の安全を守るという大事な役割を担っており、多くのやりが 
 いを感じることができます。 
 自衛官の平均的な年収は、約400万円から600万円です。階級や働いた年数によって異なり 
 ますが、安定した収入が得られる職業です。また、住宅手当や家族手当などの福利厚生も充 
 実しています。 
 自衛官は、日本の平和と安全を守るために欠かせない存在です。彼らの努力と献身が、国民 
 の安心と信頼を支えています。自衛官は、危険な任務にも立ち向かい、人々の命を守るため 
 に日々訓練を続けています。 

 今日は、日本のさまざまな職業についてお話ししました。どの仕事もそれぞれの役割があ 
 り、社会にとって大切な仕事です。皆さんが興味を持った職業はありましたか？それぞれの 
 仕事には、やりがいや大変なところがありますが、どの仕事も人々の生活を支えています。 

 日本での仕事について、少しでも理解を深めてもらえたなら嬉しいです。この動画を通じ 
 て、日本の職業についてもっと知りたいと思ってもらえたら嬉しいです。これからも、いろ 
 いろなテーマで皆さんに役立つ情報をお届けしていきますので、ぜひチャンネル登録をお願 
 いします。それではまた次の動画でお会いしましょう。 

 "日本の職業"は、いかがでしたか？ 
 この動画を通じて、日本の職業についてもっと知りたいと思ってもらえたら嬉しいです。 
 これからも、いろいろなテーマで皆さんに役立つ情報をお届けしていきますので、ぜひチャ 
 ンネル登録をお願いします。 


